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「クレエールの取り組みは社会からの需要が莫大にある。やけん、僕らが関

わることで何か助けになればいいなって思う。」多くの人からの必要とさ

れていると同時に人材不足が課題になっているクレエール。そこで、徳

島市市民活力開発センター（以下市活センター）は大学生を起用し人材

不足の解決を図ります。「『第三の居場所』は、子どもたちにとって安心して

、健やかに過ごせる場所でありたい。」と長谷川さん。そのために、まずは

子どもたちが意思表示をしやすい環境づくりが大事だと考え、子どもと年

齢の近い大学生を起用しています。ただし、大学生なら誰でもいいわけでは

なく子どもたちと同じ目線に立ち、彼らの成長に寄り添う人材である必要

があります。そこで、将来子どもと関わる職業を目指しており、この事業の

目的に賛同してくれる大学生にターゲットを絞り、声を掛けたそうです。市

活センターでは、佐那河内村や上勝町で教育事業を過去に行っており、

そういった経験も役に立ったと言います。

人材確保の上で気を付けていることは、「大学生にとっても、ここに居た

い思う場所にする」ということです。そのために、「“ミスマッチ”が起こらな

いようにするということを、協力団体として一番気にした。」と長谷川さん。

面接や研修を通して、クレエールという組織やこの事業の目的についてし

っかり伝えるとともに、大学生の望むものや人柄をしっかりと把握し、

その上でお互いに合意できた場合に子どもたちの見守りスタッフとして参加

してもらうようになります。「願わくば、彼らが社会に出たときにここでの経験

が糧となってくれるような、そんな体験になってほしい。」と、大学生への想

いも感じられました。

「僕らが中間支援として入ることによって、子どもたちはより豊かに生活で

きるようになって、親も安心できて、関わる大学生にとって学びがあって、

結果、クレエールが助かる。そして、もっと障がい者支援や子ども宅食などの

クレエールにしかできない支援にもっと力を入れることができるようにな

って、その受益者がどんどん増えていく。そういう風になってほしいなと思う

。」大学生のみならず、クレエールや子ども、その親にも利益があるようにし

たいという想いを持って、センターとしての役割を果たしていく長谷川さ

ん。「『第三の居場所』に関わる人全員が何かしらのメリットがあるようにし

たい。それが市活センターの職員とし僕が掲げているテーマ。」より多くの

人に利益をもたらし、それが波及していくことを長谷川さんは願います。

「子どもや家族、高齢者、障がいのある人、学生、みんなが『自分はここに居て

もいいんだ』とここに来て、安心できて、楽しく笑顔で過ごせる素敵な空間

になったらいいなぁと思いますね」と、優しい声と真っ直ぐな目で語るの

は、NPO法人クレエールの喜多條さん。『子ども第三の居場所』では、“

安心安全な場所”であることを一番大事にしており、それから時間をかけて

学習支援や生活面の支援を行なっています。

『子ども第三の居場所』では、手作りの温かいご飯を喜多條さんや大学生

スタッフ、子どもたちのみんなで食べて楽しく過ごします。「ここの大きい

テーブルで、今日集まった皆が温かいご飯を囲んで食べていて、それが

すごくいい時間です。こんな食事の風景って昔の大家族みたいで。こうい

う場面は今なかなかないんですよね。」と、そのときの皆で過ごしたあったか

い時間を思い出すように、ほっこりした笑顔で写真を見せてくださいまし

た。

“生き抜く力”を育む『子ども第三の居場所』。ここでは、みんなでご飯を食べ

るだけではなく、子どもキッチンを設置し、自分で調理ができるようにお米の

炊き方やカレーなどの作り方を教えています。食材は、地元の農家さんがく

れる野菜をたっぷり使っています。また、大学生スタッフや退職された学校

の先生が毎日熱心に勉強を教えています。そのような機会がある子どもた

ちの姿を見て、「毎日一生懸命教わっている姿はとてもいいなあと思いま

す。」と喜多條さん。「食べ物やモノは取られると無くなってしまうけど、自

分で身に付けた調理の技術や、勉強した知識は、その子どもの“誰にもとられ

ることのない財産”になる。それがまさに“生き抜く力”だと思います。」

「子どもたちには、毎日お腹を空かせることなく、ちゃんと学習する機会が

あって、将来したい仕事を考えたり、夢に向かって努力したりして、幸せに生

きていけるようにしたいなといつも思っています。」温かいごはんをみんなで

食べたり、勉強を教わったりしながら、人と関わり、“生き抜く力”を育む。そ

んな学校でも家でもない、子どもが安心して暮らせる『子ども第三の居場所

』。喜多條さんはパワーいっぱい、来る日も来る日も忍耐強く、子どものた

めに頑張っています。
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